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１．件 名 

伊方発電所 １８７ｋＶ送電線の遮断について 

２．事象発生の日時 

２０２０年１月２５日 １５時４４分（１８７ｋＶ母線保護継電装置動作） 

３．事象発生の設備 

１８７ｋＶガス絶縁開閉装置 

（添付資料－１、２） 

４．事象発生時の運転状況 

１号機 廃止措置中 

２号機 ２０１８年５月２３日 運転終了（第２３回定期検査中） 

３号機 第１５回定期検査中 

５．事象発生の状況 

１月２５日１５時４４分、伊方発電所１、２号機の屋内開閉所（管理区域外）にお

いて、１８７ｋＶ母線連絡遮断器を動作させる保護継電装置（ブスタイリレー）の取

替え終了後の確認作業で起動変圧器２号を系統切替えするため甲母線断路器を操作し

ようとしたところ、何ら操作していない状態で、１８７ｋＶ母線保護継電器（以下、

「１８７ｋＶ母線保護リレー」という。）が動作し、乙母線に接続されている１８７ｋ

Ｖ送電線４回線全ての遮断器が開放して受電が停止した。 

このため、１、２号機は直ちに６６ｋＶの予備系統から受電した。また、３号機は

直ちに起動した非常用ディーゼル発電機から受電し、その後、５００ｋＶ送電線から

の受電に切替えた。これにより、１、２、３号機ともに外部からの受電は復旧した。 

その後の状況調査の結果、１８７ｋＶ送電線４回線のうち、１回線から受電する電

路の一部に設備故障があることを確認した。このため、当該電路の切り離しを実施し、

１月２７日１７時１３分、当該電路を含む１回線を除く３回線から受電して、１８７

ｋＶ送電線からの所内電源を確保した。これにより、本事象発生に伴い受電できなく

なった４回線のうち３回線が回復した。 

なお、本事象による環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－３） 
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６．事象の時系列 

１月 ６日 

６時５４分  ３号機について、保安規定第８８条第３項に定める保全計画

等に基づき定期的に行う点検・保修として、保安規定第７２条

の３外部電源を運転上の制限外へ移行 

１月２３日～１月２５日（予定） 

１８７ｋＶ母線連絡保護リレー（ブスタイリレー）試験 

１月２５日 

１５時３９分  １８７ｋＶ送電線切替え作業開始 

１５時４４分  １８７ｋＶ母線保護リレーが動作し１８７ｋＶ送電線４回線か

らの受電停止 

１、２号機は予備変圧器より受電 

２号機非常用ディーゼル発電機２Ａ、２Ｂ起動（無負荷運転） 

３号機非常用ディーゼル発電機３Ｂ起動（３Ａは点検中）、非常

用高圧母線３Ｄに給電 

１５時５１分  ３号機非常用高圧母線３Ｃを外部電源（５００ｋＶ送電線）よ

り受電 

１６時０４分  ２号機非常用ディーゼル発電機２Ａ、２Ｂ停止 

１６時１１分  ３号機非常用高圧母線３Ｄを非常用ディーゼル発電機３Ｂから

外部電源（５００ｋＶ送電線）に切替え 

１６時２５分  ３号機非常用ディーゼル発電機３Ｂ停止 

２２時４０分  伊方南幹線１号線を１８７ｋＶ乙母線に接続する断路器を含む

ユニットで異常が発生したことを確認 

１月２７日 

１４時００分  １８７ｋＶ甲母線試充電作業開始 

１６時０９分  １８７ｋＶ甲母線試充電作業終了 

１６時２２分  ３号機予備変圧器が受電の状態に復帰（１８７ｋＶ送電線から

も受電できる待機状態へ） 

保安規定第７２条の３外部電源を運転上の制限外から復帰 

１６時５６分  １、２号機予備変圧器から起動変圧器への受電に切替え開始  

（６６ｋＶ送電線から１８７ｋＶ送電線に受電を切替え） 

１７時１３分  １８７ｋＶ送電線３回線が受電後、１、２号機予備変圧器から

起動変圧器への受電に切替え終了 

７．発電用原子炉施設への影響 

本事象に伴う発電用原子炉施設への影響について、電源確保状況、燃料の冷却状況

およびその他設備の状況を確認した結果、異常がないことを確認した。 

（添付資料－４） 
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８．環境への影響 

放射線モニタの記録より、本事象に伴う外部への放射能の影響はなかったことを確

認した。 

９．作業状況 

 本事象に至るまでの関係箇所の作業状況として、中央給電指令所、伊方発電所の運

転担当部署および保修担当部署の関連作業について確認した結果、電源系統の状況、

作業内容および手順について問題はないことを確認した。 

（１）電源系統の状況 

当該試験に伴う電源系統構成については、方向試験のための制約があるな

かで、各号機に必要な非常用ディーゼル発電機および空冷式非常用発電装置

を確保しており、外部電源系統の事故に対して電源の多様性を確保していた。 

（添付資料－５） 

（２）作業内容および手順 

 当該試験に伴う電源系統切替作業については、「四国電力株式会社 系統運

用指針」等の社内規定に従い、関係箇所で協議の上、作業計画を策定し、一

指令ごとに一操作を行い、その都度確認を行う操作指令により、適切に実施

していた。 

（添付資料－６） 

１０．状況調査結果 

本事象では、１８７ｋＶ母線保護リレーが動作し、１８７ｋＶ送電線４回線からの

受電が停止したことから、状況調査を実施した。 

（１）自動オシロ装置測定結果 

１８７ｋＶ送電線の電圧および電流の波形を確認したころ、Ｖ相－Ｗ相間の

二相短絡から二相地絡を経て三相地絡に至ったものと推定した。 

（添付資料－７） 

（２）ガス分析等の調査結果 

１８７ｋＶガス絶縁開閉装置内のガス分析を行ったところ、伊方南幹線１号

線乙母線断路器ユニットにおいて、短絡および地絡の際に発生するガスの存在

が認められた。それ以外の箇所について異常は認められなかった。 

１８７ｋＶガス絶縁開閉装置内のガス圧を確認したところ、異常は認められ

なかった。 

なお、伊方南幹線１号線乙母線断路器は、今回の定期検査における点検対象

ではない。 

（添付資料－８） 
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（３）健全性確認結果 

１８７ｋＶ甲母線について、主回路の対地間および相間の絶縁抵抗を測定し

たところ、異常は認められなかった。 

１８７ｋＶ送電線３回線（伊方北幹線１，２号線、伊方南幹線２号線）から

１８７ｋＶ甲母線を順次試充電し、部分放電測定およびセンサーによる内部異

物の確認診断を実施したところ、異常は認められなかった。 

（添付資料－９） 

（４）内部調査結果 

ガス分析の結果、地絡の発生が推定される伊方南幹線１号線乙母線断路器ユ

ニットのガス絶縁開閉装置の開放を行い、内部調査した結果、タンク内に分解

ガスによるフッ化物（白粉）が堆積しており、断路器のＶ相－Ｗ相間の絶縁操

作軸に黒色の炭化痕跡が見られたことから、当該箇所での相間短絡発生の痕跡

を確認した。また、Ｖ相可動接触子について、Ｗ、Ｕ相との位置の不整合を確

認した。 

（添付資料－１０） 

１１． 原因調査 

今後、要因分析図を作成し、メーカー工場にて詳細調査を実施する。 

１２． 対 策 

原因調査を踏まえ、対策を講ずる。 

以  上 
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添付資料－１ 

事象発生場所 

タービン建屋

原子炉
補助建屋

原子炉建屋

3号炉
原子炉格納

施設

1号炉
原子炉格納
施設

2号炉
原子炉格納
施設

原子炉

補助建家

原子炉

補助建家

タ
ー
ビ
ン
建
家

屋
内
開
閉
所

187kVガス絶縁
開閉装置
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添付資料－２ 

事象発生の設備 

表１ ガス絶縁開閉装置の仕様 

定 格 電 圧 204kV 

定 格 電 流 
1200A（変圧器ユニット） 

2000A（送電線ユニット） 

定 格 短 時 間 耐 電 流 31.5kA 

定 格 周 波 数 60Hz 

定 格 ガ ス 圧 力 ( 2 0 ℃ ) 0.6MPa 

表２ 断路器の仕様 

定 格 電 圧 204kV 

定 格 電 流 
1200A（変圧器ユニット） 

2000A（送電線ユニット） 

定 格 短 時 間 耐 電 流 31.5kA 

定 格 周 波 数 60Hz 

定 格 ガ ス 圧 力 ( 2 0 ℃ ) 0.6MPa 
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添付資料－３ 

事象概要 
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添付資料－４ 

発電用原子炉施設への影響 

事象発生時における伊方発電所１号機、２号機および３号機の電源確保状況、燃料

の冷却状況およびその他設備の状況を確認した結果、異常がないことを確認した。 

（１）電源確保状況

ａ．１，２号機 

事象発生前、外部電源は、表１のとおり１８７ｋＶ送電線４回線および６６ｋ

Ｖ送電線１回線が動作可能であり、非常用電源として、非常用ディーゼル発電機

２Ａ，２Ｂおよび空冷式非常用発電装置２号が動作可能であった。また、１号機

および２号機の所内電源は１８７ｋＶ送電線より受電していた。 

事象発生後、１８７ｋＶ送電線４回線からの受電が停止したため、１号機およ

び２号機の所内電源は設計どおり６６ｋＶ送電線（予備変圧器）からの受電に切

り替わった。また、２号機の非常用ディーゼル発電機も設計どおり１０秒以内で

自動起動した。 

表１ １，２号機 事象発生時の所内電気系統の概要 

号機 
受電 

外部電源 非常用電源 
通常時 事象発生時 

１号機 甲母線

乙母線

・１８７ｋＶ送電

線（４回線）

・６６ｋＶ送電線

（１回線）

－ 

２号機 乙母線

・非常用ディーゼル

発電機２Ａ，２Ｂ

・空冷式非常用発電

装置２号

ｂ．３号機 

事象発生前、外部電源は、表２のとおり５００ｋＶ送電線２回線および１８７ 

ｋＶ送電線４回線が動作可能であり、非常用電源として、非常用ディーゼル発電

機３Ｂおよび空冷式非常用発電装置３、４号が動作可能であった。また、３号機

の所内電源は、予備変圧器の点検終了後の健全性確認のため、１８７ｋＶ送電線

より受電していた。 

事象発生後、１８７ｋＶ送電線４回線からの受電が停止したため、設計どおり

１０秒以内でディーゼル発電機３Ｂが自動起動し、非常用高圧母線３Ｄはディー

ゼル発電機３Ｂから受電した。また、非常用高圧母線３Ｃは、ディーゼル発電機
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３Ａ点検中のため５００ｋＶ送電線から受電した。その後、非常用高圧母線３Ｄ

をディーゼル発電機３Ｂから５００ｋＶ送電線からの受電に切替えた。 

表２ ３号機 事象発生時の所内電気系統の概要 

受電 
外部電源 非常用電源 

通常時 事象発生時 

所内変圧器注１

または 

予備変圧器注２ 

予備変圧器注２ 

・５００ｋＶ送電線

（２回線）

・１８７ｋＶ送電線

（４回線）

・非常用ディーゼル

発電機３Ｂ注３

・空冷式非常用発電

装置３号、４号

注１：５００ｋＶ送電線より受電 

注２：１８７ｋＶ送電線より受電 

注３：ディーゼル発電機３Ａは点検中 
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G
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G
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主変圧器
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図１ 伊方発電所の所内電源系統図（事象発生前） 
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G

図２ 伊方発電所の所内電源系統図（事象発生後） 
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（２）燃料冷却状況について 

ａ．燃料冷却再開までの主な時系列 

 

２０２０年 

１月１６日      

１０時１６分  ３号機の燃料取出完了 

１月２５日 

１５時４４分  １８７ｋＶ送電線４回線からの受電停止 

 

（３号機） 

１５時４４分  非常用ディーゼル発電機３Ｂ自動起動し、非常用高圧母

線３Ｄ受電 

海水ポンプ３Ｃ、３Ｄ自動起動 

原子炉補機冷却水ポンプ３Ｃ、３Ｄ自動起動 

１５時５１分  非常用高圧母線３Ｃを外部電源（５００ｋＶ送電線）か

ら受電 

１６時１１分  非常用高圧母線３Ｄを外部電源（５００ｋＶ送電線）か

らの受電に切替え 

１６時２７分  使用済燃料ピットポンプ３Ｂ運転し、冷却再開 

 

（２号機） 

１５時４４分  予備変圧器より受電（非常用高圧母線２Ｃ、２Ｄ受電） 

海水ポンプ２Ａ、２Ｃ自動起動 

原子炉補機冷却水ポンプ２Ａ、２Ｃ自動起動 

１７時１９分  使用済燃料ピットポンプ２Ｂ運転し、冷却再開 

 

１８７ｋＶ送電線からの受電停止を受けて、中央制御室ではただちに使用済燃

料ピットの温度および水位を確認し、異常がないことを確認した。 

使用済燃料ピットについては十分な保有水を確保しており、冷却が一時的に停

止したとしても急激には温度上昇しないことから、冷却再開までに十分な時間的

余裕があった。 

このため、あらかじめ定められた手順どおり、まず停電に伴う非常用ディーゼ

ル発電機の自動起動、その後の原子炉の安全性を維持するための機器（海水ポン

プ、冷却水ポンプ等）の自動起動の状態について確認を実施し、その後、現地に

て使用済燃料ピットポンプを手動で起動し、冷却を再開した。 

使用済燃料ピットの冷却を再開するまでの間においても、使用済燃料ピットの

温度および水位については、中央制御室で連続して監視しており、有意な変化が

ないことを確認していた。 
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ポンプ、モータ
等の補機

燃料集合体

使用済燃料ピット
ポンプ

使用済燃料ピット
冷却器

燃料取替用水
タンクポンプ

１次系純水
サービスポンプ

燃料取替
用水タンク

２次系
純水タンク

使用済燃料ピット

原子炉補機
冷却水ポンプ

原子炉補機
冷却水冷却器

海水ポンプ
放水ピット

図３ 使用済燃料ピット水浄化冷却系等 

ｂ．使用済燃料ピットの燃料貯蔵体数および冷却状況 

（ａ）使用済燃料ピットの燃料貯蔵体数 

各号機における使用済燃料ピットの燃料貯蔵体数は下表のとおりであった。 

表３ 使用済燃料ピットの燃料貯蔵体数 

号機 

燃料種別 
１号機 ２号機 

３号機 

Ａピット Ｂピット 

ウラン燃料

（照射済） 
－ ３１６ ８４８ ６３５ 

ＭＯＸ

燃料 

照射済 － － １６ － 

新燃料 － － ５ － 

（ｂ）使用済燃料ピットの冷却状況 
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非常用高圧母線の停電から使用済燃料ピットの冷却を再開するまでの温度

上昇は最大１．１℃（３号機Ａピット）であり、通常運転における温度変化の

範囲であったこと、また保安規定に定める使用済燃料ピットの温度に係る制限

値６５℃に対して十分な余裕があったことから、使用済燃料の冷却状態に問題

はなかった。また、２、３号機ともＳＦＰの水位に有意な変動はなかった。 

 

表４ 使用済燃料ピット水温（℃） 

号機 

時系列 
２号機 

３号機 

Ａピット Ｂピット 

事象発生前(15 時時点) １６．７ ３３．０ ３２．３ 

事象収束後(19 時時点) １６．９ ３３．８ ３３．２ 

上 記 期 間 の 最 大 値 １６．９ ３４．１ ３３．３ 

 

10

20

30

40

50

60

70

1/18 1/20 1/22 1/24 1/26 1/28 1/30 2/1

温
度
［

℃
］

25

30

35

40

1/25 12:00 1/26 0:00 1/26 12:00

温
度
［

℃
］

使用済燃料ピットＡ温度

使用済燃料ピットＢ温度

15:44 受電停止(冷却停止)

16:27 ポンプ起動(冷却再開)

制限値：65℃

 

図４ ３号機使用済燃料ピット温度 
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温
度
［

℃
］

使用済燃料ピット温度

制限値：65℃

15:44 受電停止(冷却停止)

17:19 ポンプ起動(冷却再開)

 

図５ ２号機使用済燃料ピット温度 

 

 

（３）その他設備の状況 

事象発生後の巡視点検および中央パラメータから、異常がないことを確認し

た。 
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添付資料－５ 

電源系統の状況 

（１）方向試験

１８７ｋＶ母線連絡遮断器について、保護リレーを取替えたことから、取替え

後の健全性確認試験として、当該遮断器に対して一方向から所定の負荷電流を流

し、通電状態に問題がないことを確認する必要があった。 

（２）作業計画

方向試験前の電源系統構成について、１号機は１８７ｋＶ甲母線、２号機は１

８７ｋＶ乙母線からそれぞれ受電する系統構成であった。（図１） 

当該試験に必要な負荷電流を流すために、電力負荷を確保する必要があるが、

１、２号機のみの所内負荷では不足するため、３号機の所内電源について、５０

０ｋＶ送電線から１８７ｋＶ送電線に切替えることで、当該試験に必要な電力負

荷を確保する計画であった。 

また、当該遮断器に対して一方向から所定の負荷電流を流すために、通常時は

１８７ｋＶ送電線から２回線ずつ受電している母線の系統構成を、どちらか片方

の母線で受電するよう切替える必要があったため、乙母線で１８７ｋＶ送電線４

回線を受電することとし、甲母線で所内負荷である起動変圧器１、２号および予

備変圧器３号を接続するよう計画した。（図２） 

方向試験の実施にあたっては、試験のため通常時のような母線の多重性が確保

できない制約のなかで、各号機に必要な非常用ディーゼル発電機および空冷式非

常用発電装置を確保し、外部電源系統の事故に対して電源の多様性を確保するよ

う計画していた。 
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１８７ｋＶ母線

伊方発電所

甲母線

乙母線

起動変圧器
２号

起動変圧器
１号

２号機へ
（定検中）

１号機へ
（廃止）

遮断器
(開放)

断路器
(開放)

遮断器
(投入)

断路器
(投入)

伊方南幹線
１号線

伊方南幹線
２号線

伊方北幹線
１号線

伊方北幹線
２号線

【凡例】

甲母線からの受電

乙母線からの受電

大洲変電所

３号機へ
（定検中）

予備変圧器
３号

 

図１．方向試験実施前の系統構成 
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１号線

伊方南幹線
２号線

伊方北幹線
１号線

伊方北幹線
２号線

【凡例】

甲母線からの受電

乙母線からの受電

大洲変電所

 乙母線から甲母線への電流方向

 

切替え
箇所

 

図２．方向試験における系統構成 
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添付資料－６ 

 

作業内容および手順 

「四国電力株式会社 系統運用指針」等の社内規定に基づき、作業が行われている

ことを確認した。 

 

時期 中央給電指令所 伊方発電所 運転担当部署 伊方発電所 保修担当部署 

作業計画 

段階 

   

作業実施 

段階 

   

 

 

試験準備 

切替え操作 

指令を受けて、⑦操作を

実施しようとしたとこ

ろ、保護継電器が作動。 

③18-13乙「投入」 

④18-13甲「開放」 
⑤18-11乙「投入」 
⑥18-11甲「開放」 

設備停止月間 
計画の立案 

設備停止月間 
計画の決定 

要求※１ 

方向試験 

連絡 

187kV 甲母線の伊方北
幹線 1 号線、伊方南幹

線 1 号線を乙母線に切
替え 

切替え操作 

⑦18-42甲「投入」 

⑧18-42乙「開放」 

187kV 乙母線の起動変
圧器 2 号を甲母線に切

替え 

切替え操作 

⑨18-13甲「投入」 
⑩18-13乙「開放」 
⑪18-11甲「投入」 

⑫18-11乙「開放」 

187kV 乙母線の伊方北

幹線 1 号線、伊方南幹
線 1 号線を甲母線に切
替え 

切替え操作 

187kV 甲母線の起動変
圧器 2 号を乙母線に切

替え 

⑬18-42乙「投入」 

⑭18-42甲「開放」 

「一指令一操作」※２に 

より実施する。 

設備トラブルにより、⑦以降の操作は中止 

内容確認 

操作表に 
基づく指令 

指令 

報告 

操作表に 
基づく指令 

指令 

報告 

操作表に 
基づく指令 

指令 

報告 

連絡 

操作表に 
基づく指令 

指令 

報告 

切替え操作 

①18-39甲「投入」 

②18-39  「投入」 

予備変圧器 3 号を

187kV甲母線に切替え 

操作表に 
基づく指令 

指令 

報告 

作業内容検討・ 
作業要領書制定 

 
 

操作表の作成・
作業前打合せ 

決定通知 

作業前打合せ 
打合せ 

※１ 工程管理の担当課より、担当部長の承認後に本店経由で提出 

※２ 一指令ごとに一操作を行い、その都度確認を行う操作指令 

 

作業前打合せ 
打合せ 

協議 

作業内容検討 
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添付資料－７ 

自動オシロ装置測定結果 

事象発生時の自動オシロ装置による測定結果を以下に示す。 

（１） 測定結果

図１に事象発生時の自動オシロ装置による電圧および電流の波形を示す。Ｖ

相－Ｗ相間の二相短絡（図１の①）から二相地絡（図１の②）を経て三相地絡

（図１の③）に至ったものと推定した。 

S相線電圧

T相線電圧

RS相間電圧

ST相間電圧

TR相間電圧

R相電流

S相電流

T相電流

地絡電流

① ① ② ③

Ｕ相電圧

Ｖ相電圧

Ｗ相電圧

ＵＶ線間電圧

ＶＷ線間電圧

ＷＵ線間電圧

Ｕ相電流

Ｖ相電流

Ｗ相電流

地絡電流

（２） 事象発生時の事故電流

対象 
伊方北幹線 

１号線 

伊方北幹線 

２号線 

伊方南幹線 

１号線 

伊方南幹線 

２号線 
合計 

Ｕ相電流 ２６４Ａ ３２２Ａ ２４４Ａ ３２４Ａ １，１５４Ａ 

Ｖ相電流 ２，２４８Ａ ２，１５７Ａ ２，３１７Ａ ２，２１１Ａ ８，９３３Ａ 

Ｗ相電流 ２，１６５Ａ １，８６１Ａ ２，２２２Ａ １，９１７Ａ ８，１６５Ａ 

地絡電流 ４２８Ａ ４４２Ａ ４７９Ａ ４９２Ａ １，８４１Ａ 

図１ 自動オシロ装置測定結果 

（注）自動オシロ装置の表示

機能上、Ｕ相・Ｖ相・
Ｗ相はＲ相・Ｓ相・Ｔ
相と表示される。 
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添付資料－８ 

ガス分析等の調査結果 

 

自動オシロ装置の状況より、短絡および地絡の発生が推定されたことから、地絡

等の発生個所を特定するため、ガス分析等の調査を行った。 

 

（１）ガス分析結果 

図１に示すガス区分ごとにガス分析※１を実施した。その結果、伊方南幹線１

号線乙母線断路器ユニットのガス区分（図１の③）にて検知剤の色が変わり、

ＳＯ２およびＨＦガスの存在が確認された（図２）。その他のガス区分では、変

色はなかった。これらは、アーク発生時に発生するガスであることから、当該

ガス区分において、地絡等が発生したものと推定した。 

 

※１：ガス絶縁開閉装置内に絶縁体として封入されているガスを採取し、地絡等によって発生

するガスの有無を確認することによって、地絡等の発生の有無を確認することができる。 

 

１８７ｋＶ母線

甲母線

乙母線

１号
主変圧器

２号
起動変圧器

伊方南幹線
１号線

伊方南幹線
２号線

伊方北幹線
１号線

伊方北幹線
２号線

１号
起動変圧器

３号
予備変圧器

２号
主変圧器

遮断器

断路器

ガス区分の区切り

伊方南幹線１号線乙母線断路器ユニットのガス区分
 にて地絡等の発生を示すガスの存在を確認した。
その他の区分においては、地絡等の発生を示すガス
の存在は確認できなかった。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

㉜

㉝

㉑

㉒

㉓

 

㉔

㉕㉖

㉗

㉘㉙

㉚㉛

㉞

 

図１ １８７ｋＶ母線ガス区分 

 

採取前 採取後 採取前 採取後

ＳＯ２ ＨＦ

 

図２ 伊方南幹線１号線乙母線断路器ユニットのガス分析結果 
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（２）ガス圧力の確認 

図１のガス区分ごとに設置されているガス圧計によって確認した結果、すべ

て管理値以上であり、異常はなかった。確認結果を表１に示す。 

 

表１ ガス圧確認結果 

ガス区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

ガス圧(MPa) 0.63 0.64 0.64 0.64 0.64 0.64 0.64 0.62 0.62 0.64 0.63 0.62

管理値(MPa)

ガス区分 ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓

ガス圧(MPa) 0.61 0.64 0.64 0.62 0.62 0.64 0.63 0.64 0.62 0.62 0.62

管理値(MPa)

ガス区分 ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛ ㉜ ㉝ ㉞

ガス圧(MPa) 0.64 0.62 0.62 0.62 0.62 0.62 0.63 0.63 0.39 0.38 0.40

管理値(MPa)

※測定時の外気温(9℃）で換算した値

0.60以上

0.60以上 0.38以上
※

0.60以上
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添付資料－９ 

 

健全性確認結果 

 

 １８７ｋＶ甲母線の健全性確認のため、絶縁抵抗測定、試充電、部分放電測定およ

び内部異物確認を実施し、異常がないことを確認した。確認結果を表１に示す。 

 

 

 

調査項目 結果 

絶縁抵抗測定 

（全主回路） 

対地間：異常なし 

相間 ：異常なし 

試充電※１ 異常なし 

部分放電測定※２ 異常なし 

内部異物確認※３ 異常なし 

 

 

  ※１ 伊方北幹線２号線、伊方北幹線１号線、伊方南幹線２号線、予備変圧器３

号、起動変圧器２号、母線連絡、起動変圧器１号の順に試充電を実施。 

 

  ※２ ガス絶縁開閉装置表面に取り付けたアンテナにより、部分放電により発生

した電磁波を検出することで絶縁体の劣化状態を確認する。 

 

  ※３ ガス絶縁開閉装置表面に取り付けたセンサにより、ガス絶縁開閉装置内の

異物挙動による微小な超音波振動を検出することで内部異物の有無を確

認する。 

 

表１ １８７ｋＶ甲母線の健全性確認結果 
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添付資料－１０ 

 

内部調査結果 

 

ガス分析の結果、伊方南幹線１号線乙母線断路器ユニットのガス区分において地

絡が発生したと推定されたことから、当該区分のガス絶縁開閉装置の開放を行い、

内部の確認を行った。内部の写真を図１に示す。 

確認した結果、タンク内に分解ガスによるフッ化物（白粉）が堆積しており、断

路器のＶ相－Ｗ相間の絶縁操作軸に黒色の炭化痕跡が見られたことから当該箇所で

相間短絡が発生したと考えられる。Ｖ相－Ｗ相間の短絡については、自動オシロ装

置の記録と一致している。また、Ｖ相可動接触子について、Ｗ相、Ｕ相との位置の

不整合を確認した。 

伊方南幹線１号線乙母線断路器ユニットの外観図および内部構造図を図２から図

５に示す。 

 

炭化痕跡を確認

乙母線導体（V相）

乙母線導体（Ｗ相）

乙母線導体（Ｕ相）

断路器の絶縁操作軸

開　放

フッ化物の堆積を確認

伊方南幹線１号線乙母線断路器の
ハンドホールを開放

 

図１ 伊方南幹線１号線乙母線断路器ユニットの開放写真 
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図３ 断路器内部構造図（Ｘ方向） 

X方向

Ｙ方向

Ｚ方向

開放

図４ 断路器内部構造図（Ｙ方向） 

図２ 断路器外観図 

図５ 断路器内部構造図（Ｚ方向） 

絶縁スペーサ

 
ハンドホール

 

導体（乙母線 Ｖ相）

絶縁操作軸

炭化痕跡あり
導体（乙母線 Ｗ相）

導体（乙母線 Ｕ相）
可動接触子

（断路器「入」時）

炭化痕跡あり

導体（伊方南幹線１号線 Ｖ相）

導体（伊方南幹線１号線 Ｕ相）

導体（伊方南幹線１号線 W相）
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添付資料－１１ 

類似事例調査結果 
N
o
.

ユ
ニ

ッ
ト

名
件

　
　

　
　

名
事

象
発

生
箇

所
事

象
発

生
日

　
※

原
子

力
施

設
情

報
公

開
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
（

ニ
ュ

ー
シ

ア
）

登
録

情
報

か
ら

、
外

部
電

源
喪

失
（

信
号

含
む

）
に

伴
い

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

が
　

　
起

動
し

た
事

例
を

抽
出

所
内

交
流

電
源

系

所
内

交
流

電
源

系

所
内

交
流

電
源

系

送
受

電
系

統

4 51 1
1

1
28 9 1
06 72

東
海

第
二

発
電

所
定

期
検

査
中

の
所

内
電

源
の

一
部

停
電

に
つ

い
て

敦
賀

発
電

所
1
号

送
電

線
事

故
に

伴
う

一
時

的
な

受
電

停
止

に
つ

い
て

2
0
1
8
年

 
 
9
月

 
 
6
日

テ
レ

メ
ー

タ
伝

送
デ

ー
タ

の
欠

測
（

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
）

泊
発

電
所

送
受

電
系

統

送
受

電
系

統

送
受

電
系

統

送
受

電
系

統

2
0
0
5
年

 
1
2
月

 
2
2
日

送
電

系
統

事
故

に
伴

う
大

飯
１

，
２

号
機

原
子

炉
停

止
及

び
大

飯
３

，
４

号
機

所
内

単
独

運
転

に
つ

い
て

大
飯

発
電

所
1
,
2
,
3
,
4
号

2
0
0
7
年

 
 
3
月

 
2
5
日

能
登

半
島

地
震

に
伴

う
外

部
電

源
喪

失
時

の
運

転
上

の
制

限
逸

脱
に

つ
い

て
志

賀
発

電
所

1
号

送
受

電
系

統

2
0
0
5
年

 
1
2
月

 
2
2
日

東
通

発
電

所
1
号

【
東

日
本

大
震

災
関

連
】

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

（
余

震
）

に
よ

る
外

部
電

源
喪

失
に

伴
う

運
転

上
の

制
限

逸
脱

2
0
1
1
年

 
 
4
月

 
 
7
日

2
0
1
1
年

 
 
3
月

 
1
1
日

【
東

日
本

大
震

災
関

連
】

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

に
よ

る
外

部
電

源
喪

失
に

伴
う

運
転

上
の

制
限

逸
脱

他
東

通
発

電
所

1
号

送
受

電
系

統

2
0
0
5
年

 
1
2
月

 
1
5
日

送
電

線
事

故
に

伴
う

一
時

的
な

受
電

停
止

に
つ

い
て

敦
賀

発
電

所
1
号

2
0
1
5
年

 
 
9
月

 
2
9
日

２
７

５
ｋ

Ｖ
母

線
保

護
装

置
更

新
工

事
に

お
け

る
女

川
原

子
力

発
電

所
１

号
機

所
内

電
源

の
停

電
の

発
生

に
つ

い
て

女
川

発
電

所
1
号

所
内

交
流

電
源

系

敦
賀

発
電

所
2
号

2
0
0
5
年

 
 
4
月

 
 
6
日

４
－

３
Ｃ

母
線

電
圧

低
信

号
発

信
に

伴
う

Ａ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

自
動

起
動

に
つ

い
て

美
浜

発
電

所
3
号

1
9
9
8
年

 
 
9
月

 
2
4
日

６
．

９
ｋ

Ｖ
メ

タ
ク

ラ
２

Ａ
母

線
低

電
圧

に
よ

る
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

２
Ａ

の
起

動
・

給
電

に
つ

い
て

2
0
0
4
年

 
 
2
月

 
1
0
日
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